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★工場・倉庫等
スレート屋根、金属屋根の

劣化防止対策や熱波対策に有効な
防水改修工法のご提案

防水・断熱・遮熱・補強機能を兼ね備えた
超速硬化型ウレタン断熱複合防水工法
リ・ルーフシステムの工法提案です



材料製造メーカー
㈱ダイフレックス 社製





構成
発泡ウレタン
（SGフォーム）

超速硬化ウレタン
（ｴﾊﾞｰｺｰﾄSP-200）

遮熱トップコート
（SQﾄｯﾌﾟ高反射）

＋ ＋



仕様
工法 材料 塗布量

(/m2) 備考

プライマー プライマー 0.15kg～
金属下地:全面
波板スレート:外周部
（幅100～200㎜）

発泡層 SGフォーム 1.0kg 厚10 mm

防水層 エバーコート
SP-200 1.5kg 厚1.5 mm

トップコート 遮熱トップコート
（ＳＱトップ） 0.2kg

瓦棒葺屋根折板屋根波板スレート



使用材料

＜SGフォーム（新製品）＞
・超速硬化硬質発泡ウレタン
・発泡倍率は約10倍
・難燃性

＜エバーコートSP-200＞
・超速硬化ウレタン
・JIS A 6021屋根用ウレタンゴム系 高強度形 共用同等品
・物性 [低] SP-100 ＜ SP-200 ≦ ﾌﾟﾗﾏｯｸｽ500 [高]
・難燃性（自己消火性）

＜SQトップ高反射＞
・高反射による断熱、遮熱性の付与
・硬化時間が早いので結露の影響を受け難い
・塗布量を確保し易い。（下地の凹凸仕上り、耐久性）



適用下地

波板スレートおよび折板、瓦棒等の金属下地の勾配屋根

※可否判断
通常のスプレーウレタンが施工可能な構造、下地、劣化状況なら
施工可能と判断できます。
ＳＧフォームによる“補強効果”が期待できますが、施工中の安全対策
は必要となります。

防水保証
防水保証:10年



補強性能



補強性能



断熱性能



断熱性能

約11℃



遮音性能



飛び火性能（社内試験）

＜試験内容＞
・試 験 方 法 : 飛び火試験に準拠
・風 速 : 約３m／ｓ
・試験体サイズ : 910×1,800ｍｍ以上
・合否判定基準: 火炎が2,000ｍｍを超える。 貫通孔。



＜防火・準防火地域と22条区域＞
屋根の構造方法における重要な関係法令

①建築基準法第63条: 防火・準防火地域の屋根(DR認定)

②建築基準法第22条: 22条区域の屋根(UR認定)←申請中

40×40×40 80×80×60

UR DR


